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カンアオイの咲く

羽賀山から北川尾根

［歩　程］　約４時間
［交通費］　約１６００円
［地　図］　越生　正丸峠（２万５千）
　　　　　東京（２０万）

　
東
上
線
 越
生
 駅
か
ら
大
平
尾
根
を
登
り
、

お

ご

せ

北
川
尾
根
を
下
っ
て
西
吾
野
駅
へ
出
る
コ
ー

ス
は
ほ
と
ん
ど
人
に
会
わ
ず
、
大
平
尾
根
で

は
カ
ン
ア
オ
イ
の
花
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
越
生
駅
か
ら
１
時
間
に
１
本
ほ
ど
の
黒
山

行
き
バ
ス
に
　
分
ほ
ど
乗
り
、
登
山
口
の
麦

１５

原
入
口
に
着
く
。 越
  辺
 川
を
渡
り
、
支
流
の

お
っ
 
ぺ

麦
原
川
を
左
に
、
あ
じ
さ
い
街
道
を
進
む
。

　
 龍
  隠
  寺
 の
道
標
を
見
て
左
折
し
、
七
福
橋

り
ゅ
う
 お
ん
 
じ

で
麦
原
川
を
渡
る
。
戸
神
集
落
に
入
り
、
５

分
ほ
ど
歩
い
て
右
の
簡
易
舗
装
道
に
入
る
。

５
分
で
北
戸
神
№
２
配
水
所
に
突
き
当
た
る

が
、
そ
の
右
手
前
か
ら
登
る
山
道
が
あ
り
、

 飯
  盛
 峠
登
山
口
の
消
え
か
か
っ
た
道
標
が
立

め
し
 も
り

っ
て
い
る
。

　
植
林
の
中
を
緩
や
か
に
登
る
。
カ
ン
ア
オ

イ
の
葉
が
目
に
つ
く
よ
う
に
な
り
、
そ
の
先

に
古
び
た
道
標
が
立
っ
て
い
る
。
初
め
て
こ

の
尾
根
を
歩
い
た
と
き
、
カ
ン
ア
オ
イ
の
花

が
た
く
さ
ん
咲
い
て
い
た
の
だ
が
、
年
々
そ

の
数
が
減
っ
て
き
て
い
る
。
盗
掘
に
よ
る
と

も
思
え
な
い
が
、
何
が
原
因
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
カ
ン
ア
オ
イ
の
花
が
再
び
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
右
の
尾
根
の
踏
み
跡
に
入
る
。
こ

の
尾
根
上
に
は
、 羽
  賀
  山
 の
三
角
点
標
石
が

は
 
が
 
や
ま

あ
る
は
ず
だ
が
、
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

　
左
か
ら
巻
き
道
を
合
わ
せ
、
右
に
あ
じ
さ

い
山
へ
の
道
を
分
け
る
。　
分
で
車
道
に
出

１０

る
。
車
道
手
前
の
左
に
整
地
さ
れ
た
台
地
が

あ
り
、
間
伐
材
で
作
ら
れ
た
ベ
ン
チ
が
置
か

れ
て
い
る
。

　
車
道
か
ら
、
右
の
踏
み
跡
を
登
る
。　
分
１０

登
り
、
再
び
車
道
を
横
切
っ
た
先
に
、
野
末

張
展
望
台
の
立
て
札
が
あ
る
。
新
し
い
階
段

を
登
る
と
、
北
側
が
開
け
て
眺
望
が
良
い
。

　
車
道
に
戻
り
、
右
の
山
道
を
数
回
入
っ
た

り
出
た
り
す
る
。

　
右
の
階
段
を
登
っ
て
山
道
に
入
り
、
展
望 大平尾根のカンアオイ
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台
か
ら
　
分
ほ
ど
で
左
の
サ
サ
の
中
の
細
道

３０

に
入
る
。
約
５
分
で
前
方
に
奥
武
蔵
グ
リ
ー

ン
ラ
イ
ン
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
見
え
て
く
る
。

大
平
尾
根
入
口
の
白
い
小
さ
な
プ
レ
ー
ト
が

貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
帰
路
は
北
川
尾
根
を
下
る
。
関
東
ふ
れ
あ

い
の
道
が
登
山
道
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
の

ま
ま
車
道
を
　
分
ほ
ど
進
む
。
右
に
カ
ー
ブ

１０

ミ
ラ
ー
が
あ
る
所
が
北
川
尾
根
の
入
り
口
だ
。

　
右
上
に
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
の
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
を
見
て
、
少
し
戻
る
よ
う
に
歩
く
。
岩
交

じ
り
の
急
な
下
り
に
な
っ
て
尾
根
が
狭
ま
る
。

仕
事
道
が
何
本
も
分
か
れ
て
い
る
の
で
、
引

き
込
ま
れ
な
い
よ
う
ま
っ
す
ぐ
に
下
る
。

　
入
口
か
ら
　
分
ほ
ど
下
り
傾
斜
が
緩
む
頃
、

３０

明
瞭
な
踏
み
跡
に
な
り
、
左
右
に
分
か
れ
る

広
い
道
に
下
り
立
つ
。
右
に
ヒ
ノ
キ
の
大
木

が
３
本
立
ち
、
そ
の
下
に
庚
申
塚・石
地
蔵・

大
日
如
来
の
古
び
た
石
碑
が
並
ん
で
い
る
。

右
は
町
屋
敷
・
中
組
を
経
て
、
西
吾
野
駅
に

至
る
。
左
を
行
き
、
す
ぐ
に
右
に
茶
畑
、
左

に
竹
林
と
廃
屋
を
見
て
過
ぎ
る
。
そ
の
先
は

簡
易
舗
装
道
に
な
る
。

　
下
か
ら
舗
装
道
が
登
っ
て
き
て
い
る
所
に

屋
根
付
き
の
小
屋
が
あ
り
、
高
畑
自
治
会
の

白
い
立
て
札
が
立
っ
て
い
る
。
逆
方
向
か
ら

来
る
場
合
は
こ
の
分
岐
に
注
意
し
た
い
。

　
こ
こ
か
ら
車
道
を
下
り
、
大
滝
か
ら
下
っ

て
き
た
道
を
左
か
ら
合
わ
せ
、
西
武
線
西
吾

野
駅
ま
で
さ
ら
に
　
分
歩
く
。

４０

 

（
　
年
２
月
３
日
歩
く
）

０７

●
コ
ー
ス
タ
イ
ム

越
生
駅
＝
麦
原
入
口
バ
ス
停
―
　
分
―
龍
隠
寺
道

３０

標
―
　
分
―
飯
盛
峠
登
山
口
―
　
分
―
あ
じ
さ
い

３５

３５

山
分
岐
―
　
分
―
野
末
張
展
望
台
―
　
分
―
奥
武

１０

３０

蔵
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
―
　
分
―
北
川
尾
根
入
口
―

１０

　
分
―
町
屋
敷
・
中
組
分
岐
―
　
分
―
大
滝
分
岐

３０

３０

―
　
分
―
西
吾
野
駅

４０
●
費
　
用

池
袋
＝
越
生
 

東
武
東
上
線
　
７
０
０
円

越
生
駅
＝
麦
原
入
口

 

川
越
観
光
バ
ス
　
２
３
０
円

西
吾
野
＝
池
袋
 

西
武
秩
父
線
　
６
１
０
円

 

（
執
筆
／
横
井
國
春
）
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